
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇実績アラカルト◇ 

安心・安全なまちづくりをめざして 

 

 

 
 

☆子ども病院及びその移転候補地を視察して 

４月２５日（金）、福岡市子ども病院・感染症センター及びその移転候補地（九州大学六本松キ

ャンパス・九州大学田島寮・当仁中学校跡地・九州大学病院）を視察しました。子ども病院は、

外見からは想像できないほど、築３０年経過による施設の老朽化と狭隘化、駐車場不足（駐車可

能台数１５０台に対して夏場のピーク時６００台が来院）が深刻であり、一例を挙げれば、１８

年度手術症例数２，２７１件のうち難易度の高い心臓手術は４３８件と他の病院と比べて突出し

ており、入院患者の待機期間は平均３か月以上、集中治療室も全く足りない状況であり、心臓以

外で手術した子どもは集中治療室を利用できず、一般病室で対応しているといった状況でした。

子どもの生命の危機に常に直面している医療現場は、場所や交通アクセスが云々よりも一刻も早

くこの状況を改善してほしいという切実なものでした。 

☆福岡市民病院を視察して  

６月２５日（水）、博多区吉塚の福岡市立「福岡市民病院」を視察しました。竹中院長、塚崎看

護部長からの病院概要の説明に続き、病院内のＩＣＵ（集中治療室）、放射線治療室、病室などの

主要な施設を見学しました。率直な感想として、平成５年に建築されたわりには、各部屋が手狭

であり、リファレンスルーム、医療器材置場、医師・看護師の休憩室等も不足しており、医局は

まるでタコ部屋のようであり、医師が、十分なベッドがなく、激務の合間にソファーで仮眠をし

ていらっしゃる姿が大変お気の毒であり、まさに労働環境は劣悪であり、こうした中で市民の健

康を守るために尽力しておられる医師及び看護師の姿にとても胸打たれて帰参しました。 

☆ドクターヘリの勉強会に参加して 

 ６月２７日（金）、航空専門家からドクターヘリの運航の条件等について 

意見をお伺いしました。ヘリポート設置手続きの中で、適地調査が最も重要であり、 

トラブルの発生として一番多いのは騒音で、ヘリポートから半径２００ｍと離発着する縦方向 

１ｋｍの住民の騒音に対する了解を得るには相当の期間がかかり、その適地調査終了後に、申請

書の提出からヘリが実際に飛ぶまでには短くても１年半はかかるそうです。ドクターヘリ導入済

みの久留米大学病院では、住民からの騒音の苦情で夜間飛行を中止しているにもかかわらず、出

動回数は、年間３７５回とのことです。 

☆独法化した自治体病院を視察して 

７月３日（木）、大阪府立病院機構本部を視察し、福岡市立病院（こども病院と市民病院）の経

営形態の検討を行うため、先行的に独法化を行った大阪府の効果の状況を調査しました。５つの

自治体病院を持ち６０億円の累積不良債務を抱える大阪府では自治体病院の公的使命の確保と経

営の健全化という難しいが両立を求められる課題を乗り切るため、経営形態を直営から地方独立

行政法人化し、中期（５年）計画を打ち出し、高度専門医療の充実、医業費用（人件費・材料費）

削減等に精力的に取り組み、平成１８年度決算で１３億円の黒字化を達成していました。 

http://www.komei-kyushu.net/fukuoka/obana/?p=159
http://www.komei-kyushu.net/fukuoka/obana/?p=184
http://www.komei-kyushu.net/fukuoka/obana/?p=187

